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○ 位 置 ／ 東経 １３６度５２分         

        北緯    ３５度１９分    

                標高 １９．５８２ｍ         

○ 面 積 ／    ３０．２０k ㎡               

○ 広 さ ／ 東西  ６．１３ km            

        南北  ８．７６ km                

○ 周 囲 ／      ３２．０ km                                                   

 

 

 江南市は濃尾平野の北部、清流木曽川の南岸に位置し、地形は扇状地で全般に平坦であ

り、肥沃な土地や温暖な気候など暮らしに最適な自然環境となっています。また、名古屋

市から２０ｋｍ圏に位置し、公共交通機関を利用して約２０分で結ばれるなど、利便性が

高く、ベッドタウンとして都市化が進み、愛知県尾張北部の主要都市となっています。 

 産業は、古くから繊維工業が盛んであり、近年では高級カーテン地がデザイン・品質・

量とも全国から高い評価を得て、「インテリア織物の街江南」として知名度も高まってき

ています。この他、内陸工業地域として食品産業や機械金属工業なども順調に伸張してい

ます。 

 観光名所としては、尾張の名刹曼陀羅寺、戦国武将織田信長の側室「吉乃の方」ゆかり

の久昌寺・生駒屋敷跡や円空仏の音楽寺、尾北自然歩道の桜並木など歴史の香り高い名所

がいたるところに点在しています。藤の名所曼陀羅寺公園では、毎年４月中旬から５月上

旬に、紫・紅・白と様々な色や、房は長く優雅な花房・短く可憐なもの・八重咲きのもの

と、たくさんの種類の約６０本が色鮮やかに咲き誇る中、「江南藤まつり」が開催され県

内外からの観光客で賑わっています。 

 

人口、世帯数の推移 

               各年４月１日現在 

区   分 Ｈ３１年 Ｒ２年 Ｒ３年 Ｒ４年 Ｒ５年 

 

人 口 

（人） 

男 49,302 49,283 49,043 48,746 48,431 

女 51,192 51,195 50,905 50,616 50,354 

計 100,494 100,478 99,948 99,362 98,785 

世帯数（戸） 41,114 41,558 41,913 42,160 42,485 

 注：外国人登録含む事情 
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江南市消防本部・消防署 

 

位 置     江南市赤童子町大堀７０番地 

敷地面積    ３，１９６．５０㎡（うち消防訓練用地５８１㎡） 

構 造     庁 舎  鉄骨鉄筋コンクリート造３階建 

          車 庫  鉄筋コンクリート造平屋建 

建築面積    １，３００．０７㎡ 

床面積     延面積  ２，４５７．５６㎡ 

          １ 階    ４９７．５８㎡ 

        ２ 階    ６６０．８０㎡ 

        ３ 階    ６８１．５８㎡ 

        塔 屋     ２８．２０㎡ 

        車 庫    ５８９．４０㎡ 

建築年月日   昭和６１年１０月３１日 
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消防署東分署 

 

位 置     江南市安良町八王子１２１番地 

敷地面積    １，０４５．００㎡ 

構 造     庁 舎   鉄筋コンクリート造２階建 

        車 庫   鉄骨ＡＬＣ造平屋建 

建築面積    ３９３．１０㎡ 

床面積     延面積  ５１６．５２㎡ 

        １ 階  １７７．９４㎡ 

        ２ 階  １７０．２８㎡ 

        車 庫  １６８．３０㎡ 

建築年月日   平成１０年３月２日 
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                              Ｒ５．４．１現在 
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昭和２９年 ６月  市制施行により３町１村の消防団が合併、江南市連合消防団となる。 

昭和３０年 ４月  消防団の整理統合を図り４団４３分団７６５名に改組 

          三輪消防ポンプ自動車（ニッキ）２台購入第１１、第１３分団に各 1

台配備 

       ５月  水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）1 台購入第 1 分団に、消防ポンプ

自動車（トヨタ）１台購入第６分団にそれぞれ配備 

昭和３３年 ４月  消防団の整理統合を図り１団１３分団４０８名に改組 

昭和３４年 ２月  三輪消防ポンプ自動車（ジャイアント）２台購入第１０、第１２分

団に各 1 台配備 

     １２月  三輪消防ポンプ自動車（ダイハツ）１台購入第９分団に配備 

昭和３５年 １月  三輪消防ポンプ自動車（ダイハツ）１台購入第２分団に配備 

昭和３７年 ３月  消防ポンプ自動車（プリンス）１台購入第８分団に配備 

昭和３９年 ４月  消防組織法に基づき江南市消防本部及び消防署を設置 

昭和４０年 ４月  消防ポンプ自動車２台、指令車１台、消防吏員２１名で業務開始 

     １０月  消防団の整理統合を図り、１団５分団２６４名に改組 

     １２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第２分団に配備 

昭和４１年 ２月  小型動力ポンプ（芝浦）２台購入第１、第２分団に各１台配備 

昭和４２年 ４月  消防吏員１６名採用           総員３６名 

      ５月  日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈を受ける。 

昭和４３年 ３月  救急車（トヨタ）１台購入、救急業務開始 

      ４月  消防吏員６名採用            総員４２名 

      ６月  小型動力ポンプ（芝浦）１台購入第３分団に配備 

昭和４４年 １月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第４分団に配備 

      ４月  消防吏員２名採用            総員４２名 

      ５月  指令車（トヨタ）１台購入 （更新） 

昭和４５年 ２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第５分団に配備 

      ３月  屈折はしご付消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入 

      ４月  消防吏員４名採用            総員４６名 

          小型動力ポンプ(芝浦)３台購入署及び第４、第５分団に各１台配備 

     １２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第３分団に配備 

昭和４６年 ４月  消防吏員３名採用            総員４８名 

      ７月  予防指導車（トヨタ）１台購入 

      ８月  消防吏員１名採用            総員４９名 

      ９月  消防吏員２名採用            総員５１名 
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昭和４６年１０月  水槽付消防ポンプ自動車１台購入 

  消防吏員１名採用            総員５２名 

消防団の整理統合を図り、１団５分団２３９名に改組 

     １１月  消防吏員１名採用            総員５３名 

昭和４７年 ４月  消防吏員１名採用            総員５４名 

      ８月  消防吏員１名採用            総員５３名 

昭和４８年 ４月  消防吏員１名採用            総員５２名 

      ６月  消防吏員１名採用            総員５０名 

      ７月  小型動力ポンプ（芝浦）１台購入第３分団に配備 

      ８月  消防吏員１名採用            総員５１名 

          県共済農業協同組合連合会から救急車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

      ９月  消防吏員１名採用            総員５２名 

     １２月  消防吏員１名採用            総員５３名 

昭和４９年 １月  消防吏員１名採用            総員５４名 

      ２月  消防吏員３名採用            総員５７名 

      ４月  消防吏員６名採用            総員６２名 

      ６月  消防吏員１名採用            総員６２名 

     １０月  小型動力ポンプ（芝浦）１台購入第１分団に配備 

     １１月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第１分団に配備 

昭和５０年 １月  消防吏員１名採用            総員６３名 

      ４月  消防吏員４名採用            総員６５名 

      ５月  消防吏員１名採用            総員６６名 

     １０月  江南ライオンズクラブから小型動力ポンプ積載車（トヨタ）１台寄

贈を受ける。 

昭和５１年 ４月  消防吏員２名採用            総員６８名 

          消防団の整理統合を図り、１団５分団１９３名に改組 

      ９月  小型動力ポンプ（芝浦）１台購入 

     １０月  消防吏員２名採用            総員６７名 

          小型動力ポンプ（芝浦）１台購入第３分団に配備 

     １２月  水槽車（１０ｔ）（ニッサン）１台購入 

昭和５２年 ４月  消防吏員４名採用            総員７１名 

          消防団の整理統合を図り、１団５分団１８３名に改組 

      ６月  小型動力ポンプ積載車（トヨタ）１台購入第３分団に配備 

昭和５３年 ２月  日本損害保険協会から救急車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

      ４月  消防吏員５名採用            総員７６名 

     １０月  日本損害保険協会から化学車（日野）１台寄贈を受ける。 

昭和５４年 １月  消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入 （更新） 
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昭和５４年 ２月  東京海上火災保険から資機材搬送車（三菱）１台寄贈を受ける。 

      ４月  消防吏員８名採用            総員８４名  

     指令車（トヨタ）１台購入 （更新） 

          １１９専用電話３機増設（総数６機） 

     １０月  救急医療情報システム導入 

昭和５５年 ２月  救急車（トヨタ）１台購入 （更新） 

          消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入 （更新） 

      ８月  第２５回愛知県消防操法大会が本市北野グランドで開催される。 

      ９月  財団法人日本消防協会から広報車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

     １１月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第２分団に配備 

昭和５６年 ４月  消防吏員２名採用            総員８４名 

昭和５７年１１月  愛知県共済生活協同組合から指導車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

     １２月  水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入 

昭和５８年 ４月  消防吏員３名採用            総員８３名 

昭和６０年 ２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第４分団に配備 

      ４月  消防吏員２名採用            総員８４名 

     １２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第５分団に配備   

          小型動力ポンプ（芝浦）及び積載車（トヨタ）各１台購入 

昭和６１年１０月  小型動力ポンプ（芝浦）２台購入第１、第２分団に各１台配備 

     １１月  新消防庁舎竣工（江南市赤童子町大堀７０番地） 

          消防緊急情報システム導入 

            指令装置、無線統制台、地図等検索装置（光ディスク） 

            車両動態自動運用装置［ＡＶＭ、基地局１機・移動局 

            （端末）１５機］、消防無線電話（１０Ｗ、基地局１機） 

            救急専用無線電話（１０Ｗ、基地局１機・移動局５機） 

            総合気象観測装置設置 

     １２月  水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入 

昭和６２年 ２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第３分団に配備 

      ４月  消防吏員１名採用            総員８４名 

      ５月  小型動力ポンプ（芝浦）１台購入第３分団に配備 

          船外機付折りたたみ式アルミボート 1 艇購入 

平成 元年 ３月  愛知県共済生活協同組合から救急車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

      ４月  消防吏員１名採用            総員８３名 

     １０月  はしご付消防自動車（三菱）１台購入 

平成 ２年 ２月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第１分団に配備 

      ４月  消防吏員２名採用            総員８４名 

      ９月  広報車（ダイハツ）１台購入 
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平成 ３年 ２月  救助工作車（日野）１台及び救助資機材一式購入 

      ３月  小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）３台購入第３、第４、第５分団

に各１台配備 

          小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）１台購入第１分団に配備 

      ４月  消防吏員２名採用            総員８６名 

          消防本部に予防課が新設される。 

     １１月  第４５回愛知県消防大会が江南市民文化会館で開催される。 

１２月  小型動力ポンプ付（芝浦）水槽車（１０ｔ）（三菱）１台購入 (更新) 

平成 ４年 ３月  愛知県共済生活協同組合から広報車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

          指令車（トヨタ）１台購入 （更新） 

            小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）２台購入第３分団に配備 

            ４月  消防吏員１名採用            総員８７名 

平成 ５年 ２月  救急車（ニッサン）１台購入 （更新） 

     １２月  消防ポンプ自動車（三菱）１台購入 （更新） 

平成 ６年 ２月  高規格救急車（ニッサン）１台購入（更新）及び高度救命処置用資

機材一式購入 

      ４月  消防吏員２名採用            総員８９名 

      ６月  救助ボート（ヤマハ）１艇購入 

      ９月  資機材搬送車（ニッサン）１台購入 

          指導車（トヨタ）１台購入 （更新） 

平成 ７年 ２月  化学車（いすゞ）１台購入 （更新） 

          第２分団前野車庫を廃止し、宮後車庫を新築 

          小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）１台購入第２分団に配備 

      ４月  消防吏員３名採用            総員９２名 

１０月  消防署救急隊詰所業務開始（線路東管内救急出動対応） 

平成 ８年 ３月  消防ポンプ自動車（ニッサン）１台購入第２分団に配備 

          消防ポンプ自動車（三菱）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員５名採用            総員９６名 

      ８月  全国消防救助技術大会出場（種目：斜めブリッジ救助） 

平成 ９年 ３月  水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員６名採用            総員９９名 

          予防課を予防防災課に改名し、防災係が新設される。 

      ８月  積載車（トヨタ）１台購入 （更新） 

平成１０年 １月  愛知県共済生活協同組合から積載車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

      ２月  広報車（スズキ）１台購入 

      ３月  消防署東分署竣工（江南市安良町八王子１２１番地） 

      ４月  消防吏員７名採用            総員１０４名 
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平成１０年 ４月  消防署東分署業務開始（１３名）、消防署救急隊詰所廃止 

          災害時連絡用ＦＡＸ設置、消防団車庫６機 

          （東野、宮後、小折、五明、本郷、草井） 

      ５月  江南市消防団ラッパ隊結成（１３名） 

平成１１年 １月  消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入第４分団に配備 

４月  消防吏員５名採用            総員１０９名 

          災害時連絡用ＦＡＸ設置、消防団車庫６機（各分団本部、寄木） 

      ６月  ＮＴＴテレドーム（緊急時自動案内）接続 0180-995-570 

平成１２年 １月  消防ポンプ自動車（いすゞ）１台購入第５分団に配備 

 ４月  江南消防音楽隊結成（１６名）       

     消防吏員７名採用            総員１１５名 

１０月  新第５分団本部車庫竣工（江南市小杁町明土５６番地） 

１１月  水槽付消防ポンプ自動車（三菱）１台購入 （更新） 

１２月  消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）を導入  

       指令台、地図等検索装置、無線統制台、病院状況表示盤 

       車両運用表示盤、災害情報収集表示盤、総合情報表示盤 

      車両動態監視装置(ＡＶＭ)、気象観測装置、無線通信装置 

出退表示盤、指令電送出力装置、サイレン吹鳴装置設置 

平成１３年 ２月  高規格救急車（トヨタ）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員１名採用            総員１１５名 

      ９月  日本宝くじ協会から訓練指導車（マツダ）１台寄贈を受ける。 

平成１４年 ２月  愛知県共済生活協同組合から広報車（トヨタ）１台寄贈を受ける。 

      ５月  第５８回全国消防長会救急委員会がすいとぴあ江南で開催される。 

１２月  新第３分団本部車庫竣工（江南市布袋町南２２５番地） 

平成１５年 １月  消防ポンプ自動車(いすゞ)１台購入第３分団に配備 

      ２月  高度情報通信ネットワークシステム運用開始 

      ４月  消防吏員１名採用            総員１１３名 

平成１６年 １月  高規格救急車（ニッサン）１台購入 （新規） 

３月  小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）４台購入 

          第１分団東野、第３分団五明、第４分団本郷、第５分団草井に配備 

４月  消防吏員２名採用            総員１１３名 

     １１月  新第４分団本部車庫竣工（江南市後飛保町薬師９１－２番地） 

平成１７年 ４月  消防吏員３名採用            総員１０８名 

      ５月  消防吏員１名採用            総員１０９名 

      ８月  全国消防救助技術大会出場（種目：引き揚げ救助） 

平成１８年 １月  高規格救急車（ニッサン）１台購入 （更新） 

     消防ポンプ自動車(いすゞ)１台購入第１分団に配備 

 ４月  消防吏員１名採用            総員１０９名 

      ９月  指導車（トヨタ）１台購入 （更新） 
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平成１８年 ９月  資機材搬送車（トヨタ）１台購入 （更新） 

平成１９年 ２月  救助工作車（日野）１台購入 （更新） 

 ４月  消防吏員２名採用            総員１０８名 

     １２月  新第２分団本部車庫竣工（江南市和田町中１４５番地） 

          新第１分団東野車庫竣工（江南市東野町西出１２４番地） 

小型動力ポンプ付水槽車（日野）１台購入 （更新） 

平成２０年 ２月  小型動力ポンプ付積載車（トヨタ）２台購入 

          第３分団寄木、第３分団小折に配備 

 ４月  消防吏員４名採用            総員１０４名 

     グループ制を導入する。 

     組織再編成 

      ・総務課と予防防災課を統合し、総務予防課とする。 

      ・旧予防防災課防災係の防災業務を市役所の生活産業部 

       防災安全課防災グループへ移行する。 

平成２１年 ４月  消防吏員７名採用            総員１０５名 

          指揮隊運用開始 

９月  ３５ｍ先端屈折はしご車（日野）１台購入（更新） 

１０月  消防ポンプ自動車（日野）１台購入（更新） 

平成２２年 １月  日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽積載車（スバル） 

          １台寄贈を受け、第１分団本部に配備 

４月  消防吏員４名採用            総員１０５名 

    連絡１号車（トヨタ・白色）福祉課より所管替え 

      ５月  高規格救急車（ニッサン）１台購入 （更新） 

      ７月  総務省消防庁から救助資機材搭載型車両（いすゞ）１台貸与を受け、 

          第３分団寄木に配備。それに伴い、小型動力ポンプ付積載車（トヨ

タ）を第２分団宮後に配備転換。 

     １０月  新第１分団本部車庫竣工（江南市古知野町宮裏２２６番地外３） 

     １１月  第１０回愛知県尾張地区消防大会が江南市民文化会館で開催される。 

平成２３年 ４月  消防吏員５名採用            総員１０６名 

      ６月  連絡２号車（トヨタ・白色）防災安全課より所管替え 

      ８月  広報１号車（スズキ・白色）１台購入 

     １１月  小牧市ほか３市２一部事務組合の通信指令センターの設置に関する

協定書締結 

     １２月  新第３分団秋津車庫竣工（江南市力長町社宮司１３１番地２） 

平成２４年 １月  指揮車（トヨタ）１台購入 （更新） 

          消防訓練用地（江南市赤童子町大堀７１番地、５８１㎡）購入 

      ２月  消防ポンプ自動車（日野）１台購入 （更新） 

          消防ポンプ自動車(トヨタ)１台購入第２分団本部に配備 

 ３月  資機材運搬車（いすゞ）１台購入 
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平成２４年 ４月  消防吏員３名採用            総員１０６名 

平成２５年 １月  水槽付消防ポンプ車（日野）１台購入 （更新） 

      ２月  日本消防協会から指令車（三菱）１台寄贈を受ける。 

      ４月  消防吏員２名採用            総員１０６名 

      ８月  積載車（ニッサン）１台購入 （更新） 

  全国消防救助技術大会出場（種目：引き揚げ救助） 

平成２６年 １月  高規格救急車（ニッサン）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員３名採用            総員１０６名 

 ４月  第１回江南市消防操法大会開催（優勝 第５分団） 

平成２７年 １月  消防ポンプ自動車（トヨタ）１台購入第４分団に配備 

          高規格救急車（トヨタ）１台購入 （更新） 

          化学車（日野）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員４名採用            総員１０６名 

          女性消防団員１６名採用 

          第２回江南市消防操法大会開催（優勝 第４分団） 

平成２８年 １月  愛知県共済生活協同組合から広報３号車（トヨタ）１台寄贈 

 ４月  消防吏員５名採用            総員１０６名 

          第３回江南市消防操法大会開催（優勝 第２分団） 

平成２９年 ２月  高規格救急車（トヨタ）１台購入 （更新） 

 ４月  消防吏員９名採用            総員１０５名 

     連絡２号車（スズキ・白色）１台購入 

平成３０年 ４月  消防吏員３名採用            総員１０６名 

          第４回江南市消防操法大会開催（優勝 第４分団） 

      ６月  連絡１号車（トヨタ・白色）１台購入 （更新） 

平成３１年 １月  消防ポンプ自動車（トヨタ）２台購入第３分団第５分団に配備 

４月  消防吏員５名採用            総員１０５名 

          第５回江南市消防操法大会開催（優勝 第５分団） 

(令和  元年)  ９月  広報２号車（ダイハツ）１台購入 （更新） 

１２月  水槽付消防ポンプ自動車（日野）１台購入 （更新） 

令和 ２年 ４月  消防吏員２名採用            総員１０５名 

令和 ３年 ４月  消防吏員６名採用            総員１０６名 

    小型動力ポンプ付積載車（ニッサン）４台購入 

          第１分団東野、第３分団五明、第４分団本郷、第５分団草井に配備 

令和 ４年 ２月  高規格救急車（トヨタ）１台購入 （更新） 

 ４月  消防吏員２名採用            総員１０７名 

令和 ５年 ２月  資機材搬送車（トヨタ）１台購入 （更新） 

      ４月  消防吏員２名採用            総員１０５名 



Ｒ５．４．１現在

総務グループ

施設整備グループ

予防グループ

指導グループ

管理指導グループ

警防第１グループ

警防第２グループ

警防第３グループ

救急第１グループ

救急第２グループ

救急第３グループ

救助第３グループ

救助第２グループ

救助第１グループ

指揮・指令第３グループ

指揮・指令第１グループ

指揮・指令第２グループ

警防兼救急第２グループ

警防兼救急第３グループ

警防兼救急第１グループ

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

消防署

議会 総務委員会

消防団本部

女性団員

消防総務課

市長

東分署

消防長

消防予防課
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消防総務課 

 消防総務課は、次の事務を処理する。 

 （１） 消防職員の資質向上と安全で安心して職務に専念できる環境を形成す 

るため、消防職員の人事管理をすること。 

 （２） 消防団及び水防団が円滑に活動できるよう、運営を支援すること。 

 （３） 社会環境の変化に対応できる消防行政を確立するため、広域での情報 

交換及び連絡調整をすること。 

 （４） 消防防災体制の充実及び強化を図るため、施設、車両、物品等の更新 

及び維持管理をすること。 

 （５） 災害に対し、安全かつ迅速に対応することができるよう、車両及び機 

械器具の保全をすること。 

 （６） 消防本部及び消防署の経営及び業務を円滑に進めるため、消防本部及

び消防署の連絡調整をすること。 

 

消防予防課 

 消防予防課は、次の事務を処理する。 

 （１） 市民の防火意識を高めるため、啓発活動をすること。 

 （２） 効果的な防火対策を推進するため、火災原因、損害等の調査をするこ 

と。 

 （３） 防火対象物の状況及び火災の発生状況を把握し、火災予防の資料とす 

るため、統計調査をすること。 

（４） 市民の防火対策を推進するため、火災予防の指導をすること。 

（５） 建築物の安全性を図るため、建築許可等の同意及び防火対策を指導す 

ること。 

（６） 危険物の災害を減らすため、危険物の取扱いに関する規制、指導、立 

入検査等をすること。 
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消防署 

 消防署は、次の事務を処理する。 

 （１） 消防職員及び団員の技術を向上させるため、教育訓練をすること。 

 （２） 消防行政への市民の理解を深めるため、出初式及び観閲式を開催する 

こと。 

 （３） 円滑な消火活動をすることができるよう、消防計画の校正並びに消防 

水利の計画及び整備をすること。 

 （４） 市民による救命率を高めるため、応急手当の普及をすること。 

（５）  救急隊の救命技術を向上させるため、事後検証や症例検討をすること。 

（６） 市民の生命を守るため、救急活動をすること。 

（７） 市民の生命を守るため、救助活動をすること。 

（８）  救命率を向上させるため、高度な技術をもつ救急隊員を養成すること。 

 （９） 救急活動を円滑に行うことができるよう、調査及び訓練をすること。 

（１０） 救助活動を円滑に行うことができるよう、調査及び訓練をすること。 

（１１） 市民の生命及び財産を守るため、災害活動をすること。 

（１２） 迅速な消防活動が実施できるよう、地理の把握並びに消防用水利の点 

検及び維持管理をすること。 

（１３） 消防活動を円滑に行うことができるよう、調査及び訓練をすること。 
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消防費（当初）予算 

         （単位：千円） 

年 度 

区 分 
３ ４ ５ 

消  防  費 1,092,884 984,309 1,152,082 

内 
 

訳 

常 備 消 防 費 1,021,077 925,536 939,531 

非 常 備 消 防 費 36,813 36,637 37,297 

消 防 施 設 費 33,003 19,698 173,266 

水 防 費 1,991 2,438 1,988 

市 民 一 人 当 り 10,935 円 9,906 円 11,662 円 

比 率 （ 消 ／ 市 ） 3.6％ 3.1％ 3.9％ 

市 一 般 会 計 予 算 29,883,104 32,070,781 29,436,155 

消防費決算 

     （単位：千円） 

年 度 

区 分 
３１ ２ ３ 

消 防 費 998,845 948,306 1,066,622 

内 
 

 
 

訳 

常 備 消 防 費 898,003 909,982 983,955 

非 常 備 消 防 費 33,436 25,281 26,717 

消 防 施 設 費 65,232 11,052 53,959 

水 防 費 2,174 1,991 1,991 

市 民 一 人 当 り 9,939 円 9,438 円 10,735 円 

比 率 （ 消 ／ 市 ） 3.4％ 2.3％ 3.1％ 

市 一 般 会 計 歳 出 29,525,793 41,564,749 34,460,736 
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Ｒ５．４．１現在 

消防本部（消防吏員：１０５人 消防ポンプ自動車：４台） 

消防吏員１人に対する 消防ポンプ自動車１台に対する 

面積 人口 世帯数 面積 人口 世帯数 

ｋ㎡ 

 

０．２８ 

人 

 

９４１ 

世帯 

 

４０５ 

ｋ㎡ 

 

７．５５ 

人 

 

２４，６９６ 

世帯 

 

１０，６２２ 

 

 

 

 

 

 

消防団（消防団員：１９８人 消防ポンプ自動車：５台） 

消防団員１人に対する 消防ポンプ自動車１台に対する 

面積 人口 世帯数 面積 人口 世帯数 

ｋ㎡ 

 

０．１５ 

人 

 

４９９ 

世帯 

 

２１５ 

ｋ㎡ 

 

６．０４ 

人 

 

１９，７５７ 

世帯 

 

８，４９７ 
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Ｒ５．４．１現在 

区    分 基準数 現有数 充足率 

署 所 数 3 署 2 署 66.7％ 

消防水利（メッシュによる） 858 725 84.5％ 

消  防  車  両 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 6 台 4 台 66.7％ 

は し ご 車 1 台 1 台 100％ 

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 台 1 台 100％ 

救 急 自 動 車 ５台 4 台 80.0％ 

救 助 工 作 車 1 台 1 台 100％ 

そ 
の 

他 

の 

車 

両 

指 揮 車 1 台 1 台 100％ 

小型動力ポンプ付水槽車  1 台  

資 機 材 搬 送 車  1 台  

指 導 車  1 台  

広 報 車  3 台  

積 載 車  1 台  

指 令 車  1 台  

連 絡 車  2 台  

資 機 材 運 搬 車  1 台  

合       計  23 台  
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Ｒ５．４．１現在 

現 有 台 数 
現有台数に対す

る 人 員 基 準 
現 有 人 員 

乗 

換 

水槽付消防ポンプ自動車 1 台 
16 人 

75 人 

化 学 車 1 台 

乗 

換 

水槽付消防ポンプ自動車 1 台 

29 人 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 台 

救 急 車 1 台 

救 急 車 3 台 29 人 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 台 12 人 

は し ご 車 1 台 12 人 

救 助 工 作 車 1 台 16 人 

指 揮 車 1 台 9 人 

広 報 車 2 台 16 人  

そ の 他 車 両 9 台   

予 防 要 員  23 人 8 人 

通信要員（共同運用含む）  5 人 8 人 

そ の 他 の 消 防 吏 員  19 人 16 人 

合 計 23 台 186 人 107 人 

※ 勤務体制は三交替制 

※ 再任用職員含む 



　　　区分

年齢別 うち女性

２０ 1 1 1
２１ 1 1 1
２２ 0
２３ 3 3
２４ 5 5
２５ 4 4
２６ 4 2 2
２７ 6 1 6
２８ 3 3
２９ 1 1
３０ 4 2 2
３１ 1 1
３２ 2 2
３３ 1 1
３４ 2 2
３５ 3 3
３６ 4 4
３７ 4 4
３８ 3 2 1
３９ 3 1 2
４０ 2 1 1
４１ 3 3
４２ 3 3
４３ 6 5 1
４４ 1 1
４５ 1 1
４６ 3 1 2
４７ 7 6 1
４８ 4 3 1
４９ 6 4 2
５０ 6 6
５１ 0
５２ 3 2 1
５３ 0
５４ 1 1
５５ 2 2
５６ 1 1
５７ 0
５８ 0
５９ 1 1
計 105 3 １ 3 25 22 24 14 16

平均年齢(歳) 39.2 22.7 59.0 52.7 49.2 43.1 35.5 27.6 23.9

Ｒ５．４．１現在
（単位：人）

計 消防監
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士

 19



階　級　別

　所　属　別

う
ち
女
性

105 3 1 3 25 22 24 14 16

1 1

7 1 2 2 1 1

総 務 Ｇ 3 1 2

施設整備Ｇ 2 1 1

12 0 0 1 4 3 3 1 0

1 1

予 防 Ｇ 3 1 2

指 導 Ｇ 4 1 1 2

8 0 0 1 2 1 4 0 0

5 1 4

管理指導Ｇ 3 1 1 1

指揮・指令第１Ｇ 3 1 1 1

指揮・指令第２Ｇ 3 1 1 1

指揮・指令第３Ｇ 3 1 1 1

警防第１Ｇ 5 1 2 3

警防第２Ｇ 5 1 1 1 2

警防第３Ｇ 5 1 2 1 2

救急第１Ｇ 7 1 1 1 3 1

救急第２Ｇ 7 1 1 1 2 2 1

救急第３Ｇ 7 1 1 1 2 2

救助第１Ｇ 4 1 1 1 1

救助第２Ｇ 4 1 1 1 1

救助第３Ｇ 4 1 1 1 1

65 3 0 1 15 15 12 8 14

1 1

警防兼救急第１Ｇ 6 1 2 1 1 1

警防兼救急第２Ｇ 6 1 2 3

警防兼救急第３Ｇ 6 1 1 2 1 1

19 0 0 0 4 3 5 5 2

消 防 署

消防総務課合計

※Ｇ：グループ

東 分 署 合 計

消
防
士

消 防 本 部

実　　　員

本 署 合 計

消
防
士
長

東 分 署

消
防
副
士
長

消　防　総　務　課

Ｒ５．４．１現在

（単位：人）

消
防
司
令
補

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消防予防課合計

消
防
監

消　防　予　防　課

計

 20



階　級　別

　年　数　別

う
ち
女
性

16 2 2 14

18 1 4 12 2

15 15

12 8 4

13 4 8 1

23 1 17 5

8 1 2 4 1

105 3 1 3 25 22 24 14 16

階　級　別

　地　区　別

う
ち
女
性

市 内 72 1 1 1 15 16 17 10 12

一 宮 市 7 1 2 3 1

岩 倉 市 1 1

扶 桑 町 2 1 1

大 口 町 4 1 1 2

犬 山 市 4 3 1

小 牧 市 2 1 1

春 日 井 市 2 1 1

名 古 屋 市 1 1

小　　計 95 1 1 2 22 21 22 13 14

各 務 原 市 7 1 3 2 1

美濃加茂市 1 1

小　　計 8 0 0 1 3 1 2 1 0

浜松市 1 1 1

小　　計 1 1 1

鈴鹿市 1 1 1

小　　計 1 1 1

105 3 1 3 25 22 24 14 16

Ｒ５．４．１現在

（単位：人）

消
防
司
令
補

消
防
士

５ 年 ～ ９ 年

消
防
副
士
長

消
防
監

合　　計

計

消
防
司
令

愛
　
　
知
　
　
県

岐
阜
県

計
消
防
監

静
岡
県
三
重
県

消
防
士

Ｒ５．４．１現在

消
防
司
令
長

（単位：人）

消
防
副
士
長

計

消
防
士
長

消
防
司
令
補

消
防
司
令

消
防
司
令
長

２５ 年 ～ ２９ 年

１０ 年 ～ １４ 年

１５ 年 ～ １９ 年

消
防
士
長

３０ 年 以 上

５ 年 未 満

２０ 年 ～ ２４ 年
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吏 員 数 25 22 24 14 16 101

大 型 自 動 車 免 許 25 21 24 12 5 87

危 険 物 取 扱 者 （ 甲 ） 1 0 1 0 0 2

危 険 物 取 扱 者 （ 乙 ） 16 7 9 1 0 33

消 防 設 備 士 （ 甲 ） 1 1 0 0 0 2

消 防 設 備 士 （ 乙 ） 5 3 1 0 0 9

予防技術資格者(防火査察） 7 2 6 0 0 15

予防技術資格者(消防設備） 6 2 3 0 0 11

予防技術資格者(危険物） 4 1 1 0 0 6

ＡＣＬＳ（インストラクター・アドバンス） 4 2 6 0 0 12

ＢＴＬＳ（インストラクター・アドバンス） 4 8 2 0 0 14

ＪＰＴＥＣ（インストラクター・アドバンス） 10 11 19 8 1 49

救 急 救 命 士 7 6 8 3 4 28

薬 剤 投 与 認 定 7 6 8 3 2 26

薬剤投与インストラクター 4 6 1 0 0 11

気 管 挿 管 認 定 3 3 2 0 0 8

気管挿管インストラクター 3 3 1 0 0 7

応 急 手 当 指 導 員 25 22 24 14 14 99

テクニカルロープレスキュー 7 9 7 1 1 25

スイフトウォーターレスキュー① 5 10 4 0 0 19

スイフトウォーターレスキュー② 1 2 0 0 0 3

潜 水 士 12 9 10 4 1 36

小 型 船 舶 操 縦 士 10 7 5 0 0 22

第２級陸上特殊無線技士 6 16 24 14 14 74

第３級陸上特殊無線技士 20 6 0 0 0 26

自 動 車 整 備 士 0 1 0 0 0 1

衛 生 管 理 者 5 2 4 0 0 11

足 場 組 立 主 任 者 4 5 1 0 0 10

第２種酸素欠乏危険作業主任者 13 9 12 0 0 34

小型移動式クレーン運転技能講習修了者 25 22 24 10 4 85

巻上げ機運転業務特別教育修了者 1 4 1 0 0 6

玉 掛 技 能 講 習 修 了 者 25 22 24 14 14 99

特 定 化 学 物 質 1 2 0 0 0 3

Ｒ５．４．１現在
（単位：人）

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

計
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Ｒ５．４．１現在

No. 車　両　名 車両名 登録年月日 経過年数 形　式　 納入業者 ポンプ性能 備　　　　考

1 救急１号車 トヨタ 令和4年2月18日 1年1ヶ月 高規格 愛知トヨタ

2 救急２号車 ニッサン 平成26年1月31日 9年2ヶ月 高規格 愛知ニッサン

3 救急３号車 トヨタ 平成27年1月21日 8年2ヶ月 高規格 愛知トヨタ

4 救急４号車 トヨタ 平成29年2月15日 6年1ヶ月 高規格 愛知トヨタ

5 タンク１号車 日野 令和1年12月16日 3年3ヶ月 水Ⅱ型 モリタ Ａ－２級 水槽2.0トン

6 タンク２号車 日 野 平成25年1月23日 10年2ヶ月 水Ⅱ型 モリタ Ａ－２級 水槽2.0トン

7 ポンプ１号車 日 野 平成24年2月27日 11年1ヶ月 ＣＤ-Ⅰ型 三陽商会 Ａ－２級 電動ホースレイヤー付　

8 ポンプ２号車 日 野 平成21年10月29日 13年5ヶ月 ＣＤ-Ⅰ型 三陽商会 Ａ－２級 電動ホースレイヤー付　

9 化学車 日野 平成27年2月6日 8年1ヶ月 化Ⅱ型 モリタ Ａ－２級 泡薬剤0.5ﾄﾝ、水槽1.5ﾄﾝ

10 水槽車 日 野 平成19年12月13日 15年3ヶ月 水槽Ⅱ型 モリタ Ｂ－３級 水槽10トン,小型動力ポンプ付

11 はしご車 日 野 平成21年9月17日 13年6ヶ月 ３０ｍ級 モリタ バスケット付

12 救助工作車 日 野 平成19年2月16日 16年1ヶ月 工作Ⅱ型 平和機械 クレーン、ウインチ、照明付

13 指令車 三菱 平成25年2月20日 10年1ヶ月 名北三菱

14 積載車 ニッサン 平成25年8月6日 9年7ヶ月 江南自動車販売

15 指導車 トヨタ 平成18年9月13日 16年6ヶ月 平和機械

16 指　揮　車 トヨタ 平成24年1月18日 11年2ヶ月 平和機械

17 広報１号車 スズキ 平成23年8月25日 11年7ヶ月 南條モータース

18 広報２号車 ダイハツ 令和1年9月18日 3年6ヶ月 江南自動車販売

19 広報３号車 トヨタ 平成28年1月6日 7年2ヶ月 愛知トヨタ

20 連絡１号車 トヨタ 平成30年6月5日 4年9ヶ月 古知野自動車

21 連絡２号車 スズキ 平成29年4月26日 5年11ヶ月 江南スズキ自動車

22 資機材搬送車 トヨタ 令和5年3月1日 0年1ヶ月 平和機械 垂直式パワーゲート付

23 資機材運搬車 いすゞ 平成24年3月26日 11年0ヶ月 東海いすゞ アーム式パワーゲート付

2
3
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Ｒ５．４．１現在 

 



三 連 は し ご 4 式 耐 電 衣 4 式

空 気 式 救 助 マ ッ ト 1 式 耐 電 ズ ボ ン 4 式

救 命 索 発 射 銃 1 式 耐 電 長 靴 4 式

可 搬 ウ ィ ン チ 2 式 陽 圧 式 化 学 防 護 服 3 式

マット型空気ジャッキ 2 式 化 学 防 護 服 13 式

油 圧 ラ ム シ リ ン ダ ー 1 式 潜 水 具 7 式

大型油圧スプレッダ－ 1 式 救 命 ボ ー ト 2 式

エ ン ジ ン カ ッ タ － 5 式 血 圧 計 19 式

チ ェ ン ソ ー 2 式 血中酸素飽和度測定器 17 式

空 気 鋸 2 式 聴 診 器 16 式

大 型 油 圧 切 断 器 1 式 自 動 体 外 式 除 細 動 器 6 式

空 気 切 断 機 1 式 スクープストレッチャー 6 式

削 岩 機 3 式 バ ッ ク ボ ー ド 13 本

複 合 型 ガ ス 測 定 器 3 式 呼気二酸化炭素測定器具 5 式

有 毒 ガ ス 測 定 器 1 式 リ ン グ カ ッ タ ー 3 式

放 射 線 測 定 器 4 式 電 動 式 吸 引 機 11 式

空 気 呼 吸 器 28 基 患 者 監 視 装 置 4 式

防 塵 マ ス ク 19 式 人 工 呼 吸 器 4 式

送 排 風 機 4 式 ロ ー ル ボ ー ド 4 式

６５mm 327 本 2 式

５０mm 226 本 2 式

４０mm 36 本 3 式

クラスＡ 470 ㍑ 5 式

クラスＢ 806 ㍑ 2 式

耐アルコール 440 ㍑ 13 袋

呼　吸
保護用

数  量数  量

隊　員
保護用

水　難
救助用

救急用

資　　　機　　　材　　　名

Ｒ５．４．１現在

数  量数  量資　　　機　　　材　　　名 資　　　機　　　材　　　名

Ｒ５．４．１現在

一　般
救助用

重量物
排除用

切　断
・

破壊用

測定用

資　　　機　　　材　　　名

熱 画 像 直 視 装 置

ラ イ ン プ ロ ポ ー シ ョ ナ ー

消火用
ホース

泡消火
薬　剤

油吸着剤（１袋１０キロ）

泡 ノ ズ ル

多 目 的 消 火 ユ ニ ッ ト

耐 熱 服
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6
卓上含む

可搬型

一般
加入

携帯
電話

22 2

第5管区 1745

352

ＦＡＸ

53 4

531合計

有蓋 有蓋

防火水槽
耐震性
貯水槽

81 16 4

20 30

車載型

19
3

9

1

陸　上　移　動　局

Ｒ５．４．１現在

（単位：基）

種別 水　利　基　準　適　合 水利基準不適合

４０ｔ
未満
防火水
槽

１００ｔ以上

消

火

栓

プ

ー

ル

合

 
計

４０ｔ
未満
防火
水槽

消

火

栓

合

計
管区別 有蓋 防火水槽

耐震性
貯水槽 有蓋

４０ｔ級

1

第1管区 1 1 154 4 25579 14 2

4

49 49

第2管区 140 3 244 32 33

第3管区 69 16 117

3

206 66 66

第4管区 78 8 2 67 2 157 3

Ｒ５．４．１現在

120 22 22

無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線

署活系
携帯型

17 982

専用線

市役所

電　　　　　　　　　　　　　　　　　話

1 172 17371 9 1 1
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

1 2 10 3 6 4 0 5 1 1 4 2 39

0 2 7 2 3 4 0 4 1 1 4 2 30

399 398 372 369 350 401 459 480 399 372 437 527 4,963

195 194 182 188 178 215 241 253 210 209 208 262 2,535

4 3 2 9 2 1 9 5 6 2 5 4 52

4 3 2 9 2 1 8 5 6 2 5 3 50

0 0 1 1 0 0 0 1 0 3 0 2 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

14 24 14 20 9 12 18 18 18 16 13 26 202

8 23 7 10 5 9 9 12 14 10 9 18 134

111 63 89 91 87 82 152 120 91 121 123 105 1,235

51 24 30 49 46 36 54 61 48 57 68 70 594

529 490 488 493 454 500 638 629 515 515 582 666 6,499

258 246 228 258 234 265 312 335 279 279 294 356 3,344

※　    　の数字は携帯からの１１９着信件数 提供：尾張中北消防指令センター

誤 報

種         別

火　　　災

救　　　急

そ
の
他

そ の 他

合    計

救　　　助

い た ず ら
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隣接市町村等との応援協定               Ｒ５．４．１現在 

協  定  名 協 定 年 月 日 隣 接 市 町 村 等 

消防（救急）相互応援協定 
S４４．４．１ 

（改 H１８．１２．１８） 
犬山市 

消防（救急）相互応援協定 
Ｓ４４．５．１ 

（改 H１８．１２． １） 
小牧市 

消防（救急）相互応援協定 
Ｓ４４．５．２９ 

（改 H１８．１２．２２） 
各務原市 

 

 

広域消防相互応援協定 

協  定  名 協 定 年 月 日 協 定 市 町 村 等 

愛知県内広域消防相互応援協定 Ｈ１５．４．１ 

県内の消防本部及び消防署を

おいている市町 

消防の一部事務組合及び消防

を含む一部事務組合 

尾張西北部地区 

消防相互応援協定 
H１９．１．１７ 

一宮市、稲沢市、岩倉市 

西春日井広域事務組合 

丹羽広域事務組合 

愛知県における航空機を用い

た市町村等の消防支援協定 
Ｒ４．４．１ 

県内の市町村 

消防事務に関する一部事務組

合及び広域連合 

木曽川流域消防相互応援協定 H１９．１．２５ 

一宮市、犬山市、稲沢市 

丹羽広域事務組合 

羽島市、各務原市、海津市 

羽島郡広域連合 

 

 

自衛隊との協定 

協  定  名 協 定 年 月 日 協  定  先 

航空事故に伴う災害発生時の

連絡調整に関する協定 
Ｓ６０．１．１８ 航空自衛隊岐阜基地 

航空事故及び航空事故に伴う

災害が発生した場合の連絡調

整に関する協定 

Ｓ６０．４．２５ 航空自衛隊小牧基地 

 


